
(1) 担当支部： 広島支部 11958
分水嶺区分 2005年 5月 4日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
兼森志郎 11958
兼森路子　　　　　12671

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 奥匹見峡P 132 6 34 38 34.5 545 10:00
分水嶺到達点 野田の100本松 132 7 34 38 31.7 913 10:50 11:00 A-1
W537 天杉山 132 7 34 37 17.0 1,173 12:35 13:30 A-2

分水嶺離別点 野田の100本松 132 7 34 38 31.7 913 15:10 15:20
歩行終了点 奥匹見峡Ｐ 132 6 34 38 34.5 545 16:00

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W537 天杉山 ３ 正常

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

黒瀬～志和ＩＣ～戸河内IC～芸北町八幡～奥匹見峡P(自家用車）～芸北町八幡～戸河内ＩＣ～志和ＩＣ～黒瀬
奥匹見峡P～野田の100本松～天杉山～野田の100本松～奥匹見峡Ｐ

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

33.6
38.1
18.0

（ここから引き返す）

38.1

会員番号：兼森　志郎
(3)山行日：　　　　　野田の100本松：W536方向～W537天杉山

２名 名

事務局整理記入欄 広島－085
晴れ

三段峡
三段峡
三段峡

日本海へ注ぐ高津川水系匹見川の原流域一つと、瀬戸内海へ注ぐ太田川水系三段峡の分水嶺である。標高1,000m前後の山が

特記事項

特になし

保存
状況
良好

特に森林植生は素晴らしくブナ、ミズナラ、他2～300年モノが多数有る。西中国山地を代表する魅力的な山域であろう。
連なっており、近年まで登山者には、近づき難いルートであったが、過っての島根国体以降、登山路は実に良く整備されている。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

特になし

三段峡
三段峡 33.6

4時間45分総歩行時間（休憩時間を除く）

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

人工施設特になし
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